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1.はじめに 

 近年,全国各地の河川で水質基準は改善されて

いるが,生態系は回復してないというのが一般的

な認識である．本研究で対象としている福岡市西

部を流れる室見川においても,その現象は顕著に

表れている．1）河川の生態系は水質をはじめとす

る物理条件を基礎として,底生動物,水生生物な

どの階層構造の上に成立している．この生態系に

対して,有機物,栄養塩類などの個々の水質成分

が複合的な影響を及ぼしている．一方,これらの

生態系も食物連鎖などによる物質循環によって

河川の水質に影響を及ぼしている．2）水生生物を

調べることはこれらの相互関係,つまりその場の

生態構造を理解することにつながる．特に水生昆

虫は河川の中で最も生物群集の多い生物であり,

魚類よりも行動範囲が狭いため河川環境を評価

する指標としてしばしば用いられる 3）．水生昆虫

を用いた適切な河川環境の評価を行うことによ

り,環境に配慮した河川事業の計画立案や施工を

行うことができる．本研究では室見川を対象に水

生昆虫を用いた縦断的な生態構造を明らかにす

ることを目的とする． 

2.調査地点及び方法 

 図-1 に調査

地点を示す．

本研究では福

岡市の西部を

流れる二級河

川の室見川に

15 地点及び堰

上流側の湛水

区間 6 地点計

21 地点を設定

し ,水 生 生 物

および水質に

関する調査を

行った． 

水生昆虫は

地点毎に流れ

の異なる瀬 3 箇所の川底に 50cm×50cm のコドラ

ートを設置し，コドラート内の礫をサーバーネッ

トの上流でブラシで擦り採集した.採取されたサ

ンプルはその場でホルマリン固定した後研究室

に持ち帰り種 70%エタノールで置換した後,ソー

ティングを行い,同定・計数を行った．  

水質は,現地にて多項目水質計による測定と合

わせて採水を行い,採水したサンプルは実験室に

持ち帰り分析を行った.測定・分析項目は pH（水

素イオン濃度），COND（電気伝導度）TURB（濁度），

TN（全窒素），BOD（生物化学的酸素要求量），COD

（化学的酸素要求量），NH4-N（アンモニア体窒素）

である． 

また,今回は近年我が国で河川環境の健全性の

指標としてよく用いられている EPT 種数に着目し

て 整 理 を 行 っ た ． EPT と は カ ゲ ロ ウ 目

(Ephemeroptera),カワゲラ(Plecoptera)，トビケ

ラ目(Trichoptera)のアルファベットの頭文字を

とった略称で EPT 種数とは,この 3 つに属する生

物種の合計数である． 

3.調査結果 

表-1に2013年に行った水生生物調査の確認状況

を示している．表-1から上流から下流にかけて生息

生物が変化していることが分かる．水生昆虫に着目

 
水生昆虫 A B G C D E F H 丸井堰 I 都地河原堰 J 花立堰 K L M 乙井出堰 N 浜井出堰 O 新道堰
カゲロウ目 Ephemeroptera ●
アカマダラカゲロウ Uracanthella punctisetae ● ● ●
イシワタマダラカゲロウ Ephemerella ishiwatai ● ●
ウエノヒラタカゲロウ Epeorus curvatulus ●
エルモンヒラタカゲロウ Epeorus latifolium ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
キブネタニガワカゲロウ Ecdyonurus kibunensis ● ● ● ●
クロマダラカゲロウ Cincticostella nigra ●
サツキヒメヒラタカゲロウ Rhithrogena tetrapunctigera ● ● ● ● ●
シロタニガワカゲロウ Ecdyonurus yoshidae ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
ナミトビイロカゲロウ Paraleptophlebia japonica ● ●
ナミヒラタカゲロウ Epeorus ikanonis ●
ヒメカゲロウ　Caenidae ●
ヒメカゲロウ属　Hemerobiidae ● ● ●
ヒメトビイロカゲロウ Choroterpes altioculus ● ●
ヒラタカゲロウ科  Heptageniidae ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
マダラカゲロウ属 Ephemerella ● ● ● ● ●
ユミモンヒラタカゲロウ Epeorus nipponicus ● ● ●
ヨシノマダラカゲロウ Drunella ishiyamana ●
コカゲロウ属　Baetidae ● ● ● ● ● ●
サホコカゲロウ  Baetis sahoensis ● ● ● ● ● ●
シロハラコカゲロウ Baetis thermicus ● ● ● ● ● ● ●
フタバコカゲロウ Baetiella japonica ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
フタスジモンカゲロウ Ephemera japonica ● ● ●
モンカゲロウ Ephemera strigata ● ● ● ● ● ● ● ●
カワゲラ科 Perlidae ● ● ● ● ● ● ●
トウゴウカワゲラ　Togoperla　limbata ●
ノギカワゲラ Cryptoperla japonica ● ●
オオヤマカワゲラ Oyamia lugubris ● ●
シマトビケラ Hydropsychidae ● ●
シマトビケラ科 Hydropsychidae ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
ヒゲナガカワトビケラ Stenopsyche marmorata ● ● ● ● ● ● ● ●
ウルマーシマトビケラ Hydropsyche orientalis ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
オオシマトビケラ Macrostemum radiatum ● ●
カワトビケラ科 Philopotamidae ● ●
ギフシマトビケラ Hydropsyche gifuana ●
ヤマトビケラ科 Glossosomatidae ●
キタガミトビケラ Limnocentropus insolitus ● ●
コカクツツトビケラ Lepidostoma japonicum ● ● ● ●
ニンギョウトビケラ Goera japonica ●
ゲンジボタル Luciola cruciata ● ●
コシボソヤンマ　Boyeria maclachlani ● ● ●
コオニヤンマ　Sieboldius albardae ● ● ● ● ●
ムカシトンボ　Epiophlebia superstes ● ●
ハグロトンボ　Calopteryx atrata ● ● ●
ドロムシ　Dryopidae ● ● ● ● ● ● ● ●
ヒラタドロムシ　Mataeopsephus japonicus ● ● ● ●
ヒル　Arhynchobdellae ● ● ● ● ●
カワニナ　Pleuroceridae ● ● ● ● ●
サワガニ　Geothelphusa dehaani ● ● ●
ミズムシ　Asellus hilgendorfii ● ●
ヨコエビ Gammaridae ● ● ● ● ● ● ● ●
オジロサナエ　Stylogomphus suzukii ●
オナガサナエ　Onychogomphus viridicostus ●
ダビドサナエ　Davidius nanus ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
イトミミズ　Tubificina ● ● ● ● ● ● ● ● ●
ガガンボ科　Tipulidae ● ● ● ● ● ●
ウスバガガンボ　Antocha spp. ● ● ● ● ●
ユスリカ科  Chironomidae ● ● ● ● ● ● ● ● ●
ブユ科 Simuliidae spp. ● ● ● ● ● ● ●

表-1 室見川における水生昆虫確認状況 
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図-2 調査 21 地点の EPT 種数 

図-1 調査地点 



した場合上流か

ら下流にかけて

生物種・個体数

は減少傾向であ

った．堰の上流

側6地点におい

ては,種数・個体

数は著しく低かった．図-2によると河川環境の指標

であるEPT種数も上流から下流にかけて減少傾向に

あった．特に堰の上流側6地点の湛水区間でEPT種数

は著しく低い結果となった．堰の上流側6地点のEPT

種数は最下流のO地点よりも低い値を示しており,

特殊な環境であることが分かる． 

表-2にはEPT種数と電気伝導度，アンモニア，ｐH，

濁度，全窒素，BOD，CODの水質項目との相関関係を

示した．EPT種数は比較的全窒素，電気伝導度，BOD

の値と相関が高い結果となった.一方,アンモニア

とEPT種数との相関は低かった． 

4.考察 

水生生物調査結果(表-1)から中流域のみに存在

する水生昆虫4）（トビイロコカゲロウ,ニホンカワ

トンボ等）は確認することができなかった．図-3

に2012年に行った河床・水面縦断測量結果と航空写

真から再現した1961年当時の堰の位置と水面形を

示す．かつて田畑が多く存在した扇状地区間に多く

の堰が建設されており,高度成長期には本研究の調

査区間において,堰の統合大型化が進み,堪水区間

が増加している1）また,これらの区間の勾配はもと

もと1/100程度から1/500程度に変化するような中

流域と位置付けられるような区間であるが,堪水区

間の増加によって,水面の縦断形状が階段状になっ

ていることからも中流域と呼ばれるような区間が

ほとんどなくなっていることが分かる． 

 図-4に本調査の水生生物の摂食機能群の割合を

示す．一般に上流には筒巣を作るトビケラ類等の外

来有機物（落ち葉）を食べる破砕者（シュレッダー）

が多く存在するが,下流にかけて河畔林が減少する

ため減少する傾向にあるが,本調査では下流にかけ

て破砕食者の減少傾向は見られなかった．室見川は

での堰の存在による中流域の消滅が水生昆虫の種

組成に影響している可能性がある．付着藻類を餌と

する刈取食者（グレーザー）が多く存在する中流域

特有の摂食機能群は丸井堰,都地河原堰,浜井手堰

の３地点で見られた． 

5.結論 

本研究により以下の結論を得た． 

・室見川において水生昆虫は水質データ(T-N,COND，

BOD)との相関関係があり,河川環境を知る上で大切

な生物である． 

・室見川では中流域特有の水生昆虫は確認すること

ができなかった．これは堰の大型化により堪水区間

が増加し中流域がほとんどなくなっていることか

らだと考えられる． 

・堰の存在により,水生昆虫の種組成に影響を与え

ている可能性がある． 
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相関係数R
電気伝導度 -0.476
アンモニア -0.181

ｐH -0.343
濁度 -0.437

全窒素 -0.651
COD -0.332
BOD -0.429

表-2 EPT 種数と水質項目の相関関係

図-3 2012 年（上）と 1961 年（下）の河床と水面勾配

図-4 室見川における水生昆虫摂食機能郡 
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